
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
再

発
防
止
の
た
め
に
、
警
察
会
計

の
監
査
を
厳
格
に
し
、
外
部
機

関
に
よ
る
監
査
を
導
入
す
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

全
国
的
に
保
育
園
保
育
料
の

収
納
率
は
低
下
し
て
い
る
。
戸

田
市
に
お
い
て
も
、
特
に
公
立

保
育
園
に
比
べ
私
立
保
育
園
の

収
納
率
が
低
く
、
深
刻
な
状
況

に
な
っ
て
い
る
。

公
立
保
育
園
保
育
料
は
、
市

職
員
に
よ
る
収
納
が
可
能
で
あ

る
が
、
私
立
保
育
園
は
市
が
保

育
業
務
委
託
を
し
て
い
る
関
係

で
、
保
育
料
は
市
が
収
納
し
、

委
託
料
は
、
滞
納
額
に
関
係
な

く
私
立
保
育
園
に
全
額
支
払
わ

れ
て
お
り
、
制
度
上
の
問
題
か

ら
も
滞
納
者
が
増
加
し
て
い
る
。

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
市
職

員
が
出
向
く
な
ど
し
て
収
納
し

て
い
る
が
、
滞
納
者
が
減
ら
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

現
在
、
保
育
料
な
ど
公
金
を

私
人
が
取
り
扱
う
こ
と
は
、
地

方
自
治
法
で
制
限
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
私
立
保
育
園
が
直
接

保
育
料
の
収
納
業
務
に
当
た
れ

る
よ
う
、
規
制
緩
和
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

今
回
の
改
正
は
、
彩
湖
・
道
満
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
混
雑
緩
和
と
公
園

の
適
正
管
理
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
駐
車
場
を
有
料
化
す
る
も
の
で

す
。
問
題
点
は
、
料
金
徴
収
の
た
め

の
経
費
を
ま
か
な
う
た
め
に
、
混
雑

し
て
い
な
い
時
期
ま
で
有
料
化
し
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
土
・
日
・
休
日

だ
け
で
は
料
金
設
定
が
割
高
と
な
る

た
め
、
利
用
者
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
平
日
や
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
も
徴
収

す
る
こ
と
で
す
。

駐
車
場
を
有
料
化
す
れ
ば
、
公
園

利
用
者
に
と
っ
て
多
大
な
負
担
と
な

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
今
回
の
条

例
改
正
は
市
民
や
公
園
利
用
者
の
立

場
か
ら
も
認
め
が
た
く
、
反
対
す
る

も
の
で
す
。

政
府
は
、「
景
気
は
着
実
に
回
復

し
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

経
済
の
実
態
も
国
民
生
活
の
実
感
も

全
く
違
っ
て
い
ま
す
。
労
働
者
給
与

は
減
少
し
、
完
全
失
業
率
は
５
％
を

超
え
、
正
規
社
員
は
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
、

派
遣
労
働
者
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
と
い
う
低
賃
金
・
不
安

定
雇
用
に
置
き
換
え
ら
れ
て
ま
す
。

ま
さ
に
国
民
生
活
は
、
か
つ
て
な
い

困
難
に
直
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

彩
湖
・
道
満
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
は

人
気
の
高
い
こ
と
も
あ
り
、
休
日
の

車
は
さ
ば
き
き
れ
ず
、
車
の
渋
滞
に

よ
り
、
近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
状
態
で
す
。

駐
車
場
の
混
雑
緩
和
を
行
う
た
め

に
は
、
混
雑
状
況
を
総
合
案
内
板
に

よ
り
利
用
者
に
わ
か
り
や
す
く
示

し
、
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
て
有
料
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
乗
り
合
い
で
来
て

い
た
だ
く
等
、
利
用
者
に
も
ご
理

解
、
工
夫
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
に

な
る
と
考
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

負
担
し
て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
は
負
担

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

と
考
え
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
で
、
優
先
度
・

緊
急
度
に
配
慮
し
な
が
ら
事
業
を
厳

選
し
、
多
様
化
し
た
行
政
需
要
に
積

極
的
に
こ
た
え
た
も
の
で
、
次
の
点

で
評
価
し
賛
成
す
る
も
の
で
す
。

漓
「（
仮
称
）
戸
田
市
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」
策
定
の
取
り
組

み
、
戸
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
拠
点
整
備
、
手
話
通
訳
派
遣
事

業
の
開
始
。

滷
「
い
き
い
き
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
等

の
配
置
、
教
育
環
境
充
実
の
た
め
の

エ
ア
コ
ン
設
置
。

澆
防
犯
対
策
の
積
極
的
な
推
進
、
Ｓ

Ｏ
Ｈ
Ｏ
事
業
者
等
の
育
成
充
実
。

潺
緑
化
事
業
の
推
進
や
河
川
の
浄

化
、
治
水
対
策
及
び
公
園
整
備
。

潸
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
で
の

納
税
に
よ
り
、
納
税
者
の
利
便
性
の

向
上
。

戸
田
市
に
お
い
て
は
、
各
種
国
庫

負
担
金
等
の
減
収
の
中
、
市
民
の
暮

ら
し
を
守
る
福
祉
、
教
育
優
先
の
予

算
編
成
を
行
い
、
新
た
な
市
民
負
担

増
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

不
要
不
急
の
無
駄
遣
い
と
い
え
る
予

算
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
、
さ
ら

に
、
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
を
就

学
前
ま
で
拡
大
す
る
意
向
を
明
ら
か

に
す
る
な
ど
、
市
民
の
声
を
聞
き
、

要
望
に
こ
た
え
て
い
ま
す
。

委員名（◎�＝委員長　　�○＝副委員�長）�　　　　　�　　　　　�　　　　　�　　　　　�　※議席�順�名　　�　　� 　�称�
望�月　�久�晴�平�野　� 進�遠�藤　�英�樹�○�熊�木　�照�明�◎�秋�元　�良�夫�

総�務�常�任�委�員�会�
　�召�田　� 均�　�永�沼　�逸�郎�

山�崎　�　�俊�岡�嵜　�　�子�手�塚　�静�枝�○�中�島　�浩�一�◎�秋�元　�伸�之�
文教・建設常任委員会�

　�渡�辺　�武�男�　�奥�田　��実�
本�橋　�　�造�伊�東　�秀�

郁�

浩�青�木　�宏�之�○�細�井　�幸�雄�◎�花�井　�伸�子�
　�石�井　�　�雄�　�高�橋　�秀�樹�

庄�司　�

健�

慎�平�野　�泰�雄�栗�原　�隆�司�○�斎�藤　�直�子�◎�中�名�生　�隆�
　�榎�本�喜�代�

民�

志�　�神�谷　�雄�三�
栗�原　�隆�司�花�井　�伸�子�細�井　�幸�雄�○�山�崎　�雅�俊�◎�青�木　�　�之�

議�会�運�営�委�員�会�
渡�辺　�武�男�　�神�谷　�雄�三�　�伊�東　�秀�

宏�
浩�

中�島　�浩�一�秋�元　�伸�之�熊�木　�照�明�○�秋�元　�良�夫�◎�石�井　�民�雄�
交�通�環�境�対�策�
特�別�委�員�会� 庄�司　� 慎�平�野　�　�雄�青�木　�宏�之�　�平�野　�　�進�　�斎�藤　�直�子�

召�田　�　�均�　�奥�田　� 実�　�望�月　�　�晴�
細�井　�幸�雄�遠�藤　�英�

泰�

樹�手�塚　�静�枝�○�神�谷　�雄�三�◎�渡�辺　�武�
久�
男�

特�別�委�員�会� 伊�東　�秀�浩�栗�原� 司�　�花�井　�伸�子�　�岡�嵜　�郁�子�
榎�本�喜�代�志�高�橋　�秀�樹�　�本�橋　�健�造�　�山�崎　�雅�俊�

中�名�生　�隆�遠�藤　�英�樹�秋�元　�伸�之�○�本�橋　�健�造�◎�神�谷　�雄�三�議� 会� 改� 革�
特�別�委�員�会� 召�田　�　�均�　�高�橋　�秀�樹�　�望�月　�久�晴�

花�井　�伸�子�斎�藤　�直�子�遠�藤　�　�樹�　�熊�木　�照�明�　�手�塚　�静�枝�
戸� 田� 競� 艇�
組� 合� 議� 会� 秋�元　�良�夫�本�橋　�健�造�平�野　�泰�

英�
雄�　�栗�原� 司�　�青�木　�宏�之�

召�田��� 均�石�井　�民�雄�　�奥�田　��
隆�
実�　�望�月　�久�晴�

伊�東　�秀�浩�中�名　�� 隆�平�野　�� 進�　�中�島　�浩�一�　�秋�元　�伸�之�蕨�戸�田�衛�生�セ�ン�
タ�ー�組�合�議�会� 渡�辺　�武�男�高�橋　�　�樹�神�谷　�雄�三�　�庄�司　�　�慎�　�山�崎　�雅�俊�

榎�本　�代�志�　�岡�嵜　�郁�子�　�細�井　�幸�雄�農�業�委�員�会�

☆議長　永沼　逸郎　　☆副議長　本橋　健造　　☆監査委員　高橋　秀樹�

雅�

健康福祉常任委員会�

市民生活常任委員会�

中�名�生　�

喜　�

隆� 隆�

生�
秀�

ま�ち�づ�く�り�

※常任委員会については、平成16年２月臨時会から、各委員会の所管を見直すとともに、名称を変更しました。�

提
出
さ
れ
た
議
案
審
議
の
最
終

段
階
で
、
議
案
に
対
し
て
賛
成
、

反
対
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
「
討

論
」と
い
い
ま
す
。本
定
例
会
の
最

終
日
に
、
次
の
議
案
に
対
し
て
討

論
が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

日
本
共
産
党

望
月

久
晴

議
員

平
成
会

平
野

進
　
議
員

平
成
会

中
島

浩
一

議
員

平
成
１６
年
度
一
般
会
計
予
算

日
本
共
産
党

岡
嵜

郁
子

議
員

戸
田
市
都
市
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
会
の
役
職
が
改
選
に
な
り
ま
し
た

議
会
の
役
職
が
改
選
に
な
り
ま
し
た
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タ
ー
を
活
用
し
、
高
年
齢
者

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
。

北
海
道
警
の
捜
査
用
報
償
費

な
ど
の
不
正
支
出
疑
惑
で
、
元

警
察
の
幹
部
が
、
実
名
で
、
勇

気
あ
る
告
発
を
行
っ
た
。
ま
た
、

静
岡
県
警
で
も
、
不
正
支
出
を

行
っ
て
き
た
こ
と
を
警
察
み
ず

か
ら
が
認
め
、
元
警
視
庁
職
員

も
内
部
告
発
を
行
っ
て
い
る
。

不
正
を
取
り
締
ま
る
べ
き
警

察
が
、
文
書
偽
造
や
公
金
横
領

な
ど
の
犯
罪
行
為
を
組
織
的
に

行
っ
て
き
た
と
す
れ
ば
、
国
民

に
対
す
る
裏
切
り
行
為
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な

い
。警

察
庁
は
事
態
の
重
大
さ
を

自
覚
し
、
不
正
支
出
の
事
実
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
警

察
全
体
で
関
係
文
書
の
公
開
、

会
計
処
理
の
透
明
化
を
早
急
に

１.

定
年
年
齢
の
引
き
上
げ
、

ま
た
は
原
則
希
望
者
全
員
を

対
象
と
す
る
継
続
雇
用
制
度

の
導
入
を
企
業
に
義
務
づ
け

る
よ
う
に
、
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
の
改
正
を
行
う
こ
と
。

２.

労
使
双
方
の
意
見
に
耳
を

傾
け
、
こ
れ
ら
の
制
度
導
入

に
向
け
た
事
業
主
の
取
り
組

み
へ
の
財
政
上
の
支
援
策
を

講
じ
る
な
ど
、
円
滑
な
制
度

の
導
入・
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

３.

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
雇
用
・
就
業
機
会
の
確
保

の
た
め
、
短
時
間
勤
務
の
導

入
や
、
多
様
就
業
型
ワ
ー
ク

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
導
入
に
つ

い
て
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

４.
職
業
紹
介
等
の
就
労
に
関

す
る
相
談
、
就
労
機
会
の
提

供
、
情
報
提
供
等
の
総
合
的

な
就
労
支
援
を
行
う
窓
口
と

し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

65
歳
ま
で
働
け
る
雇
用
環
境

の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

警
察
の
不
正
支
出
疑
惑
問
題

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書

保
育
料
収
納
の
規
制
緩
和
を

求
め
る
意
見
書

歳　入�
市　　　　　税�
（230億8581万円）�

　市 債 �
（27億3150万�
　　　 5千円）�

繰入金 �
 （27億171万�
　　　5千円）�

諸収入 �
（20億3783万2千円）�

　地方消費税交付金�
（11億円）�

その他�
（42億4881万�
　　　　6千円）�

57.5％� 10.6％� 6.7％�6.8％� 5.1％�
2.7�
％� 10.6％�

その他 �
 （13億7343万1千円）�

  消防費 �
（16億4794万6千円）�

公債費�
（30億4840万3千円）�

土木費 �
 （72億7558�
　　万6千円）�

総務費 �
 （42億2831万�
　　　　7千円）�

衛生費 �
 （31億9921万�
　　　　2千円）�

教育費 �
 （78億209万�
　　　　6千円）�歳　出�

　民 生 費 �
（115億6500万9千円）�

19.4％� 18.1％� 10.5％� 8.0％� 7.6％� 4.1％�3.5％�

国庫支出金�
（42億3432万�
　　　　2千円）�

28.8％�

80億8100万円

34億5650万円

104万6千円

4億1322万1千円

4億9600万円

1876万円

564万9千円

41億6867万9千円

501万4千円

6億7760万円

28億4100万円

20億4190万8千円

222億637万7千円

特 別 会 計 �

一 般 会 計 �

今
定
例
会
で
は
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
３
件

の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
３
件
の
意
見

書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

会　　計　　名 当 初 予 算 額 会　　計　　名 当 初 予 算 額
国民健康保険

公共下水道事業

学童等災害共済事業

医療保健センター

交通災害共済事業

海外留学奨学事業

老人保健

火災共済事業

介護老人保健施設等事業
新曽第一土地区画整理事業
介護保険

合　　　　　計

中小企業従業員退職金等
福祉共済事業

平
成
16
年
度
予
算

今
年
度
は
こ
の
よ
う
に
使
い
ま
す

401億4000万円

222億637万円


